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研究成果の概要（和文）：臨床試験「下顎埋伏智歯抜去後の術後疼痛に対するPlatelet Rich Fibrin(PRF)によ
る鎮痛効果の検討」を行い、Platelet Rich Fibrin(PRF)の創傷治癒効果、鎮痛効果についての検討を行った。
その結果、PRFは創傷治癒効果および物理的防御による鎮痛効果を併せ持つことが分かった。また口腔粘膜炎に
対して物理的保護作用のみ有するエピシルを用いて動物実験を行い、口腔粘膜炎に対する物理的保護作用の有効
性について検討した。口腔粘膜炎を物理的に保護することで体重低下を抑制すると共に口腔粘膜炎の重症化も抑
制することを明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The tissue regeneration effect and pain-relieving effect of Platelet Rich 
Fibrin(PRF) was studied at the clinical study “Investigation of the analgesic effect of 
platelet-rich fibrin on postoperative pain after mandibular impact wisdom tooth extraction” . In 
consequence, it was cleared that PRF have pain-relieving effect with the tissue regeneration effect.
 
The animal experiment by use of episil with only barrier effect from physical stimulation was 
conducted about radiation induced oral mucositis, and the the effectiveness of the physical barrier 
to radiation induced oral mucositis is studied. In consequence, it was cleared that the physical 
barrier to radiation induced oral mucositis stop the decreased body weight and accrue the inhibition
 of sever oral mucositis condition.

研究分野：放射線性口腔粘膜炎
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
頭頸部癌患者に対して放射線治療を行った場合、ほぼ100%の割合で口腔粘膜炎が発症し、粘膜炎が重症化するこ
とで会話障害や摂食障害が生じ治療の中断や中止の原因となるため、頭頸部領域の放射線治療を行う場合、口腔
粘膜炎のコントロールは非常に重要な課題である。本研究により物理的防御が放射線性口腔粘膜炎重症化抑制の
一端を担っていることが明らかになった。またPlatelet Rich Fibrin(PRF)について創傷治癒効果とともに物理
的防御や鎮痛効果を併せ持つことを明らかにした。今後PRFが放射線性口腔粘膜炎に対する有効な治療薬として
期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 頭頸部癌患者に対して放射線治療を行った場合、ほぼ 100%の割合で口腔粘膜炎が発症する。
1)粘膜炎が重症化・遷延化した場合、激しい疼痛による会話障害や摂食障害といった患者の
Quality of Life (QOL)が著しく低下し、治療が中断、中止されることも多い。その結果、本来
の治療効果が得られず、治療生成機の低下に繋がっている。2)また入院期間も長期化すること
から増え続ける医療費の原因の一つとなっている。放射線治療による粘膜炎に対してはさまざ
まな対策が試みられているが、いまだに治療は困難で確立された治療法が求められている。 
２．研究の目的 
 本研究の目的は放射線性口腔粘膜炎の機序を解明し、新たな口腔粘膜炎治療薬について明ら
かにすることである。これまで放射線治療に合併不可避であった口腔粘膜炎を予防、軽症化す
ること患者の QOLを高め、癌治療成績を向上させることが期待できる。 
３．研究の方法 
1) 放射線性口腔粘膜炎に対する物理的保護の有効性 
 雌性の F344ラットを全身麻酔化にて右仰臥位で開口を維持し、前
方へ舌を突出させ固定。舌以外の部位を鉛板で遮蔽し、左側面から
18Gy の X 線を単回照射し、口腔粘膜炎ラット舌モデルを作製した
（図 1）。実験群では毎日 1回定時に物理的保護作用のみを有するエ
ピシル®（明治製菓ファルマ社）を口腔内へ塗布し、実験群、コント
ロール群両群に対して粘膜炎の推移を冷光下で写真撮影し、体重を
記録した。 
2)Platelet Rich Fibrin(PRF)の鎮痛効果に対する検討 
 蒲郡市民病院特定認定再生医療等委員会および名古屋市立大学臨床試験審査委員会の承認の
もとに実施された。同日に両側下顎埋伏智歯抜歯を行う患者に対して、手術直前に採取した血
液 40ccから PRFを作製し、両側下顎智歯抜歯後、一方の抜歯窩にのみ PRF を填入した。術
後より毎食前および鎮痛剤内服前の疼痛 VAS 値を 7 日間記録し、初回評価時を基準とした場
合の術後 7日間の疼痛 VAS値の減少率の推移を記録した。 
４．研究成果 
1) 放射線性口腔粘膜炎に対する物理的保護の有効性 
 体重変化率においては実験群と比較し、コントロール群では照射翌日より有意な体重低下を
認めた。最も体重が低下した時期は、実験群では照射後 8日目であったが、コントロール群で
は照射後 10日目であり、実験群と比較しコントロール群が 2日遅延する結果となった（図 2）。
肉眼的評価（Oral Mucositis Index、OMI）3)では口腔粘膜炎発症後 9日目、10日目、12日目、
13日目で実験群と比較しコントロール群において有意に口腔粘膜炎の重症化を認めた（図 3）。 

放射線性口腔粘膜炎の重症化を抑制するには口腔粘膜炎表面を物理的に保護することが有効に
作用する可能性が明らかとなった。 
2)PRFの鎮痛効果に対する検討 
 抜歯終了後の初回 VAS値の平均は、実験群とコントロール群の両群間に有意差を認めなかっ
た。その後両群ともに時間経過とともに疼痛は改善していったが、実験群においてはより早期
に疼痛が軽減した。術後 3日目および 4日目のVAS値において両群間に有意差を認めた（図 4）。

 
図 1口腔粘膜炎ラット舌モデル 

図 2 体重変化率 
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図 5 VAS変化値 



初回 VAS値については個人差が生じるため、初回 VAS値を基準とした VAS変化値についても
検討を行った。実験群においては時間経過とともに減少傾向を示したのに対し、コントロール
群においては術後 4日目以降に徐々に VAS変化値が下がっていく結果となった。VAS変化値
においても VAS値同様、術後 3日目および 4日目に両群間に有意差を認めた（図 5）。 
PRF はこれまで報告されてきた創傷治癒効果に加え、4)鎮痛効果についても期待できることが
明らかとなった。 
 以上の結果により、PRFは創傷治癒効果に加え、物理的保護作用と鎮痛効果を合わせもつこ
とから放射線性口腔粘膜炎に対して有効な治療薬の候補と考えられた。 
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